
240回レバーを押さなければならない｡披験体はある回

数のレノ11-押し反応に達したのちには.レバ-押し反応

をしなくなる｡

このようなpR8強化スケジュールによる反応水準が

安定した段階に適したときに.同じ実験室にもう1流の

被放体を入れた｡

主要な結果を列挙すると次のようになる｡

1) PR8強化スケジュールによる最終反応率は180か

ら260の範囲にあって.成終反応率が近づくにつれて休

止時間が長くなる｡PR8故化スケジュールによると,

実験開始後.40分ないし50分たつと.被験体はレバー押

し反応を全 くしなくなる｡

2) 同じ突放宝の中に2頭の披験体がいると.レパ-押

しをするニホンザルももう1頭のサルにレバー押しを全

くあるいはほとんど許さないし.90分のタイム))ミット

までレバー押し反応を続けるようになる｡政終反応率は

1頭の場合よりも2頭の場合のほうがいちじるしく高ま

った｡ただし反応水準の上昇は,組み合わせられた2頭

間の社会心理的関係により異なる｡木研究結果から.身

体的に直接接触可能な場面においてPRスケジュールに

よるオペラント条件づけが社会的促進を分析するのに役

立ちうることが示唆された｡

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理的研究

摂食行動表出における摂食中枢と前頭眼罵回

の神経連絡の意見の解明

大 村 裕 (九大 ･医)

小野 式年 (金沢大･医)

太田 雅博 (九大 ･医)

治水 豊明 (同 上)

石橋慎一郎 (同 上)

お主食行動滋山の神経生理学的扱構について.(1)視床

下部外側野 (手穴企中枢.LH)の化学受容ニューロンは体

紋中の化学物fiの氾皮や 胃拡張の程度などの内因性入

九 および祝党.昧光および嘆党などの外因性入力を受

容し.動物に摂食への ､劫扱づけ､を発する;(2)LH

は前頭某や辺縁系などと密接な梢報交換を行い.摂食行

動を起こす速効中枢への入力を形成するものと思われ

る｡われわれはこの情報交換の柑Mをr･'統合.と呼ぶ｡

本研究ではサル前頭眼悶回 (OBF)ニューロンのレバ

ー押し摂食行動とLH 茄1j政に対する応答様式を3月べ ●統

令.に韮要な役割を果たすと考えられるOBFとLIIの

述絡関係を明らかにする｡そしてわれわれの提起した摂

食行動栽山の神経生理学的横を明らかにする｡

研 究 方 法

i)アカゲザル (体韮3-5kg)3117陀 モンキーチェア

ーにu]起し.柾々の FR比でレバ-押しによる摂食およ

び飲水をするように訓組した｡A-レバー押しにより大豆

1佃が.左レバー押しにより水1渦 (約 2cc)が山るよ

うにした｡ii)訓紋完成 (5-10日)級.セルニラン麻酔

下で OBFlil-ニューロンflT:･動記録のための叫梅ポジシ

ョナー川アダプターおよび両側LIiに同心双極刺激箱樋

をWL正常に固定した｡iii)111- OBFニューロ./の放電

活yJ.放FLi数/抄.餌と水の レバー押し.および純珊記

q･を滋災テープに班録した.同時に これらを脳披計記

録紙上にも記録した｡iv)レバー押し摂食行動に対する

OBFニューロンの応答様式の脈折は.YIIP-2100A ミ

ニコンを班用した｡ニューロン応答の有意性の枚討は,

放電間隔をレバー押しに関係なくランダムに入れかえる

シャフI)ング法によって行った｡V)尖験終了後ホルマ

リンにより脳固定を行い,各電極の位斑を確認した｡

研 究 成 果

(1)誘発電位 :LIIの単発刺激によりOBFに限塙し,

皮質袈屈で最大の振幅を示す短潮 音の仏性披 (N2披)

とそれに続 く防性 (p故)～陰性披 (N2披)の成分を

有する誘発電位が記録された｡Nl蚊の捌 副ま袈屈から

探眉に進むにつれ減少し.約10mmの探さで消失した｡

PとN2故はいずれも表層から約3mmの深さでその拡

幅が零となり.それより探屈では逆転し.約6mmの孜

さで消失した｡解析によりNl汝は逆向性スパイク,ま

たPおよび N2波はそれぞれ抑制性と興街性シナプス後

磁位の細胞外記録であると考えられた｡(2)叫-ニュー

ロン活動 :40ニューロンについて披索したが日光放fE数

は 11土5インパルス/秒であった｡i)レバー押し約1.6

秒前から約0.5秒間放電活動が有意に変化するものが21

ニューロンであり.うち抑制が8個で促進が13個であっ

た｡促進例も促進後抑制が約0.8秒間持続した｡ii)レバ

ー押しを中心として活動の変化するもの.すなわち砥前

0.4秒間だけ.位後 o.4秒間だけあるいは前後にわたり

0.4秒間変化するニューロンが29旧あった｡iii)レバー

押し1.0秒前から0.4秒rLu放電描動の上昇するニューロ

ンは12個であるが.その大部分は1.6秒前に抑制された

ものであった｡iv)LH の刺激により虹榔 Jjの逆向スパ

イク放電後自発放電が約50m砂抑制されるものがあるが

p汝に相当するものと考えられる｡

LIIニューロンは レバー押しの約 1.6秒前から約 0.6

秒間有志に活動上昇するものが多く,上記 i)の OBF

ニューロンや退勤野PTニュ-ロンのように抑II.Tは れる

ものは存在しない.したがって LIIに兆した別雌 によっ
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て OBFニューロンか反応するものと考えられる｡また

LIIニ3.-ロンはレバー押し嗣0.6秒からその｡'ul前まで

抑制されるが.これは ii)および王ii)に述べた OBFニ

ューロン活動上界によって抑爪は れるものと考える｡こ

の根拠はOBF刺Ln!tによって LHニューロンが抑n,TJされ

ること.ラット,/'ut性火映で OBF刺激によりLIIニュー

ロンは111シナプス比に抑It.T】されることからXfi拙できる｡

また.さらにPy'(剖学的に OBFと LIIは 相互に叫シナ

プス比の純経巡格を71することが証明されている｡以上

からレバー押し択企行動に際しては.OBFとLHはレ

バー押しId前まで密はな伯報交換を行っていると考えら

れる｡

結局 LIIは ●劫挽づU.の発生に.OBFは ､劫挽づ

け.から摂食行動丑山までの ●統合.に3It要な役割を見

たしていると考えられる｡
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摂食中枢と皮質運動の連絡関係の解明

小野 式年 (金沢大 ･医)

大 村 裕 (九大 ･医)

清水 宣明 く同 上)

石橋慎一郎 (同 上)

太田 雅博 (同 上)

目 的

哨乳類の摂食行動の分析すると.行動開始 のた めの

.動扱づU.行動開始までの ●統合.および餌を食べる

●運動義山.に分けられる｡われわれは視床下部外側野

(摂食中枢.LH)は .劫扱づ6.の発生に.前頭葉は

'統合.の部分に重要な役割を持っていることを示唆し

てきた｡またLIIに発生する ､動機づけ.という指令は

摂食行動を起こす皮Tf遊動野 (MC)への最終的な入力

となる｡木研兜ではサルのレバー押し摂食行動およびL

II刺激に対するMCニューロン応答様式をしらペ,LH
とMCntUの迎指を明らかにする｡そして摂食行動への

'動扱づけ.からlTE企行政lIi:過という叔終段階までの神

経伐梢の脈明を口的とする｡

研 究 方 法

アカゲザル く仏式3-5kg)3Wl壷班用した｡i)サル

をモンキチェアーに田足し.FRlあるいは数回でレノヾ

-を押し.択企および飲水をするように訓練した｡右レ

バー押しで大豆が.左レバー押しで水が 出るように し

た｡ii)訓練完成 (5-10日)役 セルニラン麻酔下で手

腕税収のMClTL-ニューロン活動を記録するため単極

ポジショナー川アダブクーおよびいⅠと錐休路 (pT)
を印刷 性に刺批するため同心双極刺激電極を固定した｡

iii)記録は,叫-MCニューロンの放電活動.放電数/

珍.各部位刺激による誘発電位,きき腕の上腕二頭筋ま

たは三頭筋の茄電図.レバー押し記号.および報酬記号

である｡iv)ニューロンの応答様式のm･折は,拭河ヒエ

レット･パッカード2100A ミニコンピュータを班用し

て行った.V)実験終了後ホルマリンにより脳田定を行

い.各電極の位にを碓認した｡
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